
令和５年度 第１回 広島市公共事業再評価審議会  

会  議  要  旨 

 

１ 開催日時 

  令和５年１２月１８日（月）１４：００〜１５：３５ 

 

２ 開催場所  

  広島市役所 本庁舎１４階 第７会議室 

 

３ 出 席 者 

 ⑴ 委 員 

   大井委員、佐々木委員、高井会長、竹田委員、山根委員 

 ⑵ 広島市 

事業所管局：道路交通局 

多久島交通施設整備部長、島本東部地区連続立体交差整備事務所長ほか 

事業所管局：下水道局 

柴崎下水道局次長、重坪河川防災課長ほか 

   事業所管局：都市整備局 

加藤西風新都整備部長、倉岡西風新都整備担当課長ほか 

   事 務 局：都市整備局 

金澤都市計画担当部長、前川都市計画課長ほか 

 

４ 議 題 

  再評価結果及び対応方針案に関する審議 

 ⑴ 街路事業・連続立体交差事業 広島市東部地区連続立体交差事業 

 ⑵ 河川事業 一級河川御幸川都市基盤河川改修事業 

 ⑶ 道路事業 安佐南４区４８６号線 

      

５ 傍聴人の人数 

  〈一般傍聴〉 ０人 

  〈報道関係〉 ０社 

 

６ 審議結果 

  上記３事業について、事業継続を妥当と認める。 

 



街路事業・連続立体交差事業 広島市東部地区連続立体交差事業 

 

【委 員】 

 資料５ページの表で今回の評価時点での事業費は前回と変わっていないが、その前の全体事業費

総額は少し減っているにもかかわらず、広島市負担分が大きくなってるのは、どのような理由か。 

 

【事業所管局（東部地区連続立体交差整備事務所長）】 

 事業の見直しを行い、県と市の割合が変わったためである。 

 

【事業所管局（交通施設整備部長）】 

 前回の見直しで全体の事業規模が減った中で、広島市域において仮線の切換え方などの工事内容

が変わったことによって、広島市分が若干増えたと記憶している。 

 

【委 員】 

 設計の変更があって、工法も変わったということか。 

 

【事業所管局（交通施設整備部長）】 

 そうである。 

 

【会 長】 

 原価が高くなってきているが、１、２年の間でまた数字が上がる可能性はあるのか。 

 

【事業所管局（東部地区連続立体交差整備事務所長）】 

 物価が上がっているので、事業費の上昇はあると思う。 

 

【会 長】 

 Ｂ／Ｃが１．５、残事業のＢ／Ｃが２．４である。過去の道路事業の平均が大体１．３であり、

まあまあの値が出ている。 

 

【会 長】 

 欠席委員のコメントをいただいているので、事務局から紹介いただきたい。 

 

【事務局（都市計画課長）】 

 「高架下空間の増大は単に渋滞解消だけではなく、線路で分断された地域をつなぎ、にぎわいや

歩行者の動きの増大など、まちづくりの展開も期待できるといった副次的な効果があることも押し

出してはどうか」というコメントをいただいている。 

 

【会 長】 

将来的に高架下の利用は、何か考えているか。 

 

【事業所管局（東部地区連続立体交差整備事務所長）】 

 ＪＲの敷地になっており、これから高架下の事業計画を策定する予定であり、地元の方と話し合

いながら考えていく。 

 



【会 長】 

 効果的な利用となってくると、Ｂがまだ増えてくる可能性がある。 

 

【会 長】 

 御説明していいただいた議事の１番目の事業について、事業継続ということでよいか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【会 長】 

 対応方針及び理由と今後の方針について、意見及び追加・修正はないため、事業継続としたい。 

  



河川事業 一級河川御幸川都市基盤河川改修事業 

 

【委 員】 

 パワーポイントの５枚目の事業概要のところで、高潮対策として潮位 T.P.+4.4ｍと排水量約 13

㎥/sとあるが、これは昭和５０年の策定時のデータか。それとも現在の状況を見込んだ数字となっ

ているのか。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 洪水対策については、昭和５０年当時に計画を策定しており、その計画に基づき事業を進めてい

る。高潮対策については、広島湾の河川全体で高潮時 T.P.+4.4ｍで整備を行っており、それに合わ

せ整備する計画である。 

 

【委 員】 

 昭和５０年当時の状況を基本としているが、これぐらいでいけるということか。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 そうである。 

 

【会 長】 

 便益３兆８，３７９億円の内訳には、どのような便益が含まれているのか。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 洪水対策が約１．１兆円、高潮対策が約２．７兆円である。 

 

【会 長】 

 内容は何か。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 家屋、その他の公共土木施設や鉄道、電力に関する施設などの被害額が含まれている。 

 

【会 長】 

 人的被害は含まれていないのか。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 含まれていない。 

 

【会 長】 

 人的被害は非常に大きな額になると思うが。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 国のマニュアルに基づくと、Ｂ／Ｃの算定には含まれていない。 

 

【会 長】 

 物的な被害のみを考えればよいということで、３．８兆円の便益が出るということになり、Ｂ／



Ｃを計算すると１６２．９ということですね。 

  

【会 長】 

 残事業でいくと、３６．８という値を示すというところが、本事業の投資効果の中心的なところ

になる。 

 

【委 員】 

 コスト縮減の項目で、新工法・新技術とあるが、どのようなものが考えられるか。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 現時点で具体的なものはないが、これから実施設計、予備設計で新しい技術で使えるものがあれ

ば、採用していきたいと考えている。 

 

【委 員】 

 事業進捗が順調でない理由のところで、小河原川等の河川改修を優先的に進めたとあるが、Ｂ／

Ｃが高い方を優先的に整備したのか。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 財政状況が厳しい中で、両方とも同じ種類の事業を進めており、御幸川においては洪水対策が完

了し、一定の安全性が確保できているが、小河原川は整備中で安全性が確保できていないため優先

したものである。 

 

【委 員】 

 Ｂ／Ｃで見れば、小河原川の方が高いのか。 

 

【事業所管局（河川防災課長）】 

 Ｂ／Ｃの値は、御幸川の方が高い。 

 

【会 長】 

 欠席委員の御意見を事務局から紹介していただきたい。 

 

【事務局（都市計画課長）】 

 「河川氾濫は、災害による経済的損失や安心・安全な生活の持続性を脅かすものであり、河川環

境と居住環境の関係は常に発展的であると考える。近年の豪雨などのありようを見ると、短期かつ

局所的、激甚なものの頻度が増している。そうした変化する自然、気象に対応できるインフラを速

やかに整備していただきたい」というコメントをいただいている。 

 

【会 長】 

 反対はないため、事業継続ということでよいか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【会 長】 

 それでは事業継続ということで続けていただければと思う。 



道路事業 安佐南４区４８６号線 

 

【委 員】 

全体事業と残事業のＢ／Ｃで、残事業の総便益が大きくなっている。今後の事業が効果が高いと

いうことか。どういう要因でそうなるのか。 

 

【事業所管局（西風新都整備担当課長）】 

令和１２年の完成を目指しており、残りの事業期間が少なく、今後は便益ばかりが発生する。ま

た、令和５年度の価値に換算しているが、将来のお金を現在に換算する場合は、事業費が小さく算

出されることもあり、大きく変わっている。 

 

【委 員】 

ネットワークが完成すれば、便益が生まれるということか。それが事業継続の大きな要因ですね。 

 

【会 長】 

善當寺住宅・工業地区で、開発事業者が途中で解散し、市がそれを全て買い取ったのか。 

 

【事業所管局（西風新都整備担当課長）】 

全てではなく、８割である。２割ぐらい個人の土地がある。 

 

【会 長】 

計画は令和１２年の完成を予定しているが、大体いけそうか。 

 

【事業所管局（西風新都整備担当課長）】 

令和１２年の完成を目指して、頑張っている。 

 

【委 員】 

人口について、平成元年に２万７，０００人が現在５万６０００人くらいということであるが、

これはコンスタントに増えているのか。 

 

【事業所管局（西風新都整備担当課長）】 

推進計画では２０３０年の目標を６万７，０００人としており、その目標へ緩やかに伸びつつあ

るというところである。 

 

【会 長】 

６万７，０００人で大体頭打ちか。 

 

【事業所管局（西風新都整備担当課長）】 

そうではない。中期の目標として、２０５０年度に人口８万人という計画目標を立てている。 

 

【事業所管局（西風新都整備部長）】 

計画開発地区とそれ以外の開発を保留している地区なども含めて、西風新都全体で８万人規模の

都市を目指していくという目標を立てている。 

 



【会 長】 

本事業のＢ／Ｃは事業全体で２．２、残事業で５．４であり、道路事業としてはいい数字になっ

ている。 

 

【会 長】 

 この事業に関し、対応方針としては、事業継続ということで異議はないか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【会 長】 

それでは事業継続ということで、このまま続けていただければと思う。 


